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第4回議連総会

経営者から見る

エンゲージメント経営
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自己紹介

株式会社丸菱電子
代表取締役社長

南直樹
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アジェンダ

1.会社概要

2.エンゲージメントに注力した経営

【導入前】導入のきっかけや理由、困っていた事項

【導入後】サービスの使い方、サービス導入のメリット



会社概要
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会社概要

社名： 株式会社丸菱電子
創業： 1974年
事業内容：金属熱処理
本社： 新潟県長岡市鉄工町1-2-10
資本金： 30,000千円
売上高： 500,000千円
従業員数：50名



エンゲージメントに注力した経営
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【導入前】経営者が考えること（導入のきっかけや理由、困っていた事項）

事業の拡大成長、理念浸透を基にした

組織改善のために、何ができるだろうか？

・様々なことを考えて、試行錯誤してみたが

勘と経験と度胸に頼った、属人的な対応策であった

・「外部からの幹部採用」「理念の浸透施策」等々

費用や時間を多く投下するも、退職者は後を絶たず

・道に迷った感覚（理念浸透以前の問題があるのではないか）
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従業員エンゲージメントの可視化・定量化

社員の会社に対する共感度合い
(=従業員エンゲージメント)

を可視化・数値化したものが
「社員共感指数 (エンゲージメントスコア)」です。

8,010社
203万人 以上

国内最大級

(2021年8月時点)

蓄積データ
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対
会
社

情報提供

情報収集

判断行動

支援行動

対
上
司

外部適応

内部統合

変革活動

継承活動

対
職
場

会社基盤

理念戦略

目標の魅力

組織風土

人的資源

組織の魅力

施設環境

制度待遇

待遇の魅力

事業内容

仕事内容

活動の魅力

エンゲージメントサーベイ導入の決め手①（何を？）

従業員の働きがいを高めるために、待遇以外にも方法がある
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エンゲージメントサーベイ導入の決め手②（どこから？）

組織を改善するために、優先順位がある

強み弱み

過剰
対応

無関心

期待度

満足度
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エンゲージメントサーベイ導入の決め手③（どのように？）

組織状態に合わせた、打ち手が立案できる

組織状態

相互に信頼し合えて
いる状態

相互に話せば
わかる状態

相互に不信がある状態

相互に諦めている状態

事例

今後の実現したい
未来像の伝達

うまくいった
成功事例の共有

経営サイドの
「約束と実行」

経営サイドと現場の
「傾聴と共感」

判定
(レーティング)

AAA

AA

A

A

BBB

BB

B

B

CCC

CC

C

C

DDD

DD
D
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当時のエンゲージメントサーベイの結果（2018年12月）

■現場社員からの具体的な声
・声を上げても、何一つ変わらないと思う
・経営陣が何を考えているのか、分からない
・上司の有言実行がなく、給料泥棒だと思う
・10年間で100人以上辞めていった
・会社に期待できない

満足度期待度
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【導入後】どんなことを行ったのか？（サービスの使い方、サービス導入のメリット）

ステップ
1

社長から、全社員の前で組織改善に向けて、
本気で取り組んでいく約束を伝えた

社長から幹部、幹部からメンバーへ
本音を伝えてもらう1on1面談を実施した

社員から受けた改善要望の中で、
具体的に改善する内容を社員に共有した

ステップ
2

ステップ
3

まずは経営陣への信頼関係構築から着手した
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【導入後】どんなことを行ったのか？（サービスの使い方、サービス導入のメリット）

「理念」は存在するものの、
社員は理念を理解できておらず、活用されない

社員は理念を理解できていない
・「我関せず」という閉鎖的な風土
・部分最適で連携が少ない状態

変化前

「理念」をもとに「行動指針」を策定し、
社員の理解が深まり、行動変革に繋がった

社員が理念を理解し、行動が変わった
・「チームで協力しなければ良いものは
作れない」という意識の醸成

・自己研鑽に加えて、
周囲に教える文化への変化

変化後

＜実践したこと＞
・社長だけでなく管理職から、行動指針の言葉を繰り返し活用して周囲とコミュニケーションをとった
・部下に業務の指摘を行うときにも、意識的に行動指針の言葉を繰り返し使うようにした
例：「丸菱電子は技術を売りにしているので、きちんと継承しよう」「丸菱技術、継承してる？」

今では理念が浸透し、社員の行動が変わり、

理想の組織に近づいている
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現在のエンゲージメントサーベイの結果（2021年12月）

■現場社員からの具体的な声
・会社の進むべき方向がよく分かる
・話を聞き、早急に職場の問題を解決して
くれることが多くなった

・ミッションの実現に向けてスタイルを
日々実行できれば、唯一無二の
企業として生き残れると思う

図.全体エンゲージメントスコア（ES）・回答者数の推移

満足度期待度
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経営者として思うこと

社員のモチベーション向上が

会社の成長エンジンになり、社員の幸せにも繋がる

・社員のモチベーションを向上させるには、

テクノロジーを使った的確な問題把握と、処方箋が必要である

・時代がどんなに変化しても、時代を創るのは人である

・会社を成長させていく過程で、機会や経験を通して

社員を巻き込み、人が育つ組織をつくりたい


